
眼科学教室業績【2022 年度】 

 

講 演 

1. 厚東隆志：手術の art と science．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．

2022 年 4 月 14 日． 

2. 石田友香，井上真，北善幸，廣田和成，厚東隆志，平形明人：緑内障眼に伴う網膜分離

症の非手術例の経過についての検討．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．

2022 年 4 月 14 日． 

3. 近藤峰生，齋藤航，石田晋，國吉一樹，上野真治，林孝彰，中野匡，早川卓浩，角田和

繁，慶野博，岡田アナベルあやめ，中村考介，秋山英雄：MEWDS の日本人患者の特

徴 全身ステロイドの投与が最終視力に及ぼす影響．第 126 回日本眼科学会総会．大

阪・オンライン．2022 年 4 月 14 日. 

4. 望月司，北善幸，内田裕規，斎藤恒浩，村井顕子，平形明人：iStent inject W®併用白

内障手術の術後成績．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年 4 月 14

日. 

5. 森川葉月，仁科幸子，細野克博，小菅基通，横井匡，重安千花，山田昌和，深見真紀，

東範行，堀田喜裕：DCN 変異による先天遺伝性角膜実質ジストロフィーの 1 例．第

126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年 4 月 14 日. 

6. 山田昌和：角膜実質のジストロフィ．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．

2022 年 4 月 15 日. 

7. 水野雅春，石田友香，高橋綾，安藤良将，加藤悠，伊東裕二，廣田和成，厚東隆志，井

上真，平形明人：杏林アイセンターにおける裂孔原性網膜剥離に対する年間手術成績．

第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年 4 月 15 日. 

8. 慶野博：評議員会指名講演：眼炎症性疾患における炎症活動性の定量的評価法の確立と

新たな治療戦略を目指して．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年

4 月 16 日. 

9. 竹内大，臼井嘉彦，南場研一，慶野博，竹内正樹，高瀬博，鴨居功樹，長谷敬太郎，伊

東崇子，中井慶，丸山和一，小林恵里，堀純子，真下永，佐藤智人，大黒伸行，岡田ア

ナベルあやめ，園田康平，後藤浩，水木信久：ベーチェット病ぶどう膜炎に対するイン

フリキシマブ治療の 5 年以上の検討:多施設研究．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・

オンライン．2022 年 4 月 16 日. 

10. 岡田アナベルあやめ，望月學，大野重昭，慶野博，高瀬博，南場研一，渡邊交世，鴨居

功樹：SUNワーキンググループによる 25 のぶどう膜炎疾患の分類基準．第 126 回日本



眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年 4 月 16 日. 

11. 井上真：3DモニターHeads-up Surgery における画像鮮明化アルゴリズム機能搭載器の

臨床的有用性について．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2022 年 4 月

17 日. 

12. 中山真紀子，慶野博，林勇海，安藤良将，岡田アナベルあやめ：COVID-19パンデミッ

クにおける急性期 Vogt-小柳-原田病の治療選択．第 126 回日本眼科学会総会．大阪・オ

ンライン．2022 年 4 月 17 日. 

13. 江本宜暢，北善幸，斎藤恒浩，望月司，村井顕子，平形明人：原発開放隅角緑内障にお

ける視神経乳頭周囲毛細血管密度と視野障害の関係．第 126 回日本眼科学会総会．大

阪・オンライン．2022 年 4 月 17 日. 

14. Inoue M: Practical application of intraoperative OCT as a guidance for vitreoretinal 

surgeries. FujiRetina 2022. Tokyo. April 23. 2022. 

15. Koto T: Measuring the color gamut of a monitor for HUS surgery. FujiRetina 2022. 

Tokyo. April 23. 2022. 

16. Koto T: Retinaws. FujiRetina 2022. Tokyo. April 23. 2022. 

17. Kataoka K, Horiguchi E, Takeuchi J, Tomita R, Asai K, Nakano Y, Ota H, Taki Y, Ito 

Y, Terasaki H, Nichiguchi K, Okada AA: The effects of photodynamic therapy and 

smoking on hemodynamics in central serous chorioretinopathy. FujiRetina 2022. 

Tokyo. April 23. 2022. 

18. Kondo M, Saito W, Ishida S, Kuniyoshi K, Ueno S, Hayashi T, Nakano T, Hayakawa 

T, Tsunoda K, Keino H, Okada AA, Nakamura K, Akiyama H: Effect of systemic 

steroid administration on final visual acuity in eyes with multiple evanescent white 

dot syndrome (MEWDS). FujiRetina 2022. Tokyo. April 24. 2022. 

19. Inoue M, Koto T, Hirakata A: Bridging suture technique to repair iris capture after 

intrascleral fixation of intraocular lens. FujiRetina 2022. Tokyo. April 23-24. 2022. 

20. Ishida T, Inoue M, Hirakata A: A case of macular edema with racemose hemangioma 

and multiple evanescent white dot syndrome. FujiRetina 2022. Tokyo. April 23-24. 

2022. 

21. Takahashi A, Koto T, Inoue M, Hirakata A: Suprachoroidal hemorrhage associating 

with 27-gauge pars plana vitrectomy: Report of two cases. FujiRetina 2022. Tokyo. 

April 23-24. 2022. 

22. Mizuno M, Ishida T, Inoue M, Hirakata A: Maculopathy associated with cavitary 

optic disc anomalies treated with anti-glaucoma medications. FujiRetina 2022. 

Tokyo. April 23-24. 2022.  



23. Inoue M: 27-gauge dual-blade probe technology as the new standard in complex 

cases. FLOREtina webinar. オンライン．April 24. 2022. 

24. 北善幸：最新の緑内障手術治療について．興和株式会社社内研修会．調布．2022 年 5

月 9 日. 

25. 厚東隆志：DME 治療戦略 2022．Novartis Retina Forum．東京・オンライン．2022

年 5 月 14 日． 

26. 平形明人：強度近視眼の網膜硝子体手術の課題．第 4 回日本近視学会総会．大阪．2022

年 5 月 15 日. 

27. 厚東隆志：近視に合併する網膜疾患の診断と治療．第 4 回日本近視学会総会．大阪．

2022 年 5 月 15 日. 

28. 平形明人：近視眼の網膜硝子体手術．Fujita Retina Meeting．オンライン．2022 年 5

月 19 日. 

29. 厚東隆志：どうする？困った糖尿病網膜症．Hill Top Retina Seminar．オンライン．

2022 年 5 月 23 日． 

30. 慶野博：症例から学ぶぶどう膜炎診療〜感染性ぶどう膜炎と非感染性ぶどう膜炎の見極

めのポイント〜．第 92 回九州眼科学会．那覇市．2022 年 5 月 27 日． 

31. 慶野博：症例から学ぶぶどう膜炎診療〜感染性ぶどう膜炎と非感染性ぶどう膜炎の見極

めのポイント〜．第 5 回北海道ぶどう膜炎 連携フォーラム．札幌．2022 年 5 月 28

日． 

32. 片岡恵子，渡邊裕斗，岡田アナベルあやめ，平形明人：当院におけるナビゲーションレ

ーザーシステムNavilas®577s の使用経験第．12 回東京多摩眼科連携セミナー．オンラ

イン．2022 年 5 月 28 日. 

33. 田邉知佳，片岡恵子，中山真紀子，山本亜希子，岡田アナベルあやめ：中心性漿液性脈

絡膜網膜症の慢性化に関連する因子の検討．12 回東京多摩眼科連携セミナー．オンラ

イン．2022 年 5 月 28 日. 

34. 井上真：基本セッティング．第 21 回硝子体手術ビデオセミナー．東京．2022 年 5 月

29 日． 

35. 井上真：Stiff-sleeve．New instruments．第 21 回硝子体手術ビデオセミナー．東京．

2022 年 5 月 29 日． 

36. 厚東隆志：糖尿病黄斑浮腫 最新の治療．鎌倉市･横須賀市眼科医会学術講演会．横須

賀．2022 年 5 月 31 日． 

37. 井上真：やっぱええやん！Digitally Assisted Surgery (NGENUITY, 27G HyperVit, 

Reflex) ．第 4 回眼科 Surgery update seminar in Osaka．大阪．2022 年 6 月 4 日． 



38. 北善幸：高齢化社会での緑内障現場診療 どのように調べる？F/U する？治療する？Vol. 

3．多摩地区緑内障勉強会 AYR 2022．オンライン．2022 年 6 年 4 日． 

39. 厚東隆志：硝子体手術のいろはにほへと-眼科手術支援ロボットの可能性を考える-．リ

バーフィールド株式会社社内講演会．東京．2022 年 6 月 9 日． 

40. Kondo M, Saito W, Ishida S, Kuniyoshi K, Ueno S, Hayashi T, Nakano T, Hayakawa 

T, Tsunoda K, Keino H, Okada AA, Nakamura K, Akiyama H: Effect of systemic 

steroid administration on final visual acuity in eyes with multiple evanescent white 

dot syndrome (MEWDS). 45th Annual Meeting of the Macula Society. Germany. June 

8-11. 2022． 

41. 井上真：糖尿病網膜症手術の理想と現実．札幌眼科カンファレンス 2022．札幌．2022

年 6 月 11 日． 

42. 厚東隆志：糖尿病網膜症の治療戦略．中外製薬社内講演会．東京．2022 年 6 月 13 日． 

43. 平形明人：強度近視眼の網膜硝子体手術の課題．第 2 回西多摩 Ophthalmic 

conference．福生．2022 年 6 年 17 日． 

44. 鈴木由美，青木貴都，満川忠宏，富田茜，浜由起子，山田昌和：小児輻輳不全型外斜視

に対する Slanted Lateral Rectus Recession 術の効果．第 78 回日本弱視斜視学会．宇

都宮・オンライン．2022 年 6 年 17 日． 

45. 井上真：症例から学ぶ網膜硝子体手術．第 4 回網膜硝子体手術 Update in 

FUKUOKA．福岡．2022 年 6 月 17 日． 

46. 井上真：糖尿病網膜症への硝子体手術 update．Clinical Update meeting．川崎．2022

年 6 月 18 日． 

47. Okada AA: Greetings from Tokyo!. Annual Alumni Meeting of the Harvard 

Department of Ophthalmology. USA・オンライン. June 25. 2022. 

48. Inoue M: Practical application of Intraoperative OCT as a guidance for vitreoretinal 

surgeries. Asia-Pacific Ocular Imaging Society (APOIS) 2022. オンライン. June 25. 

2022. 

49. Kataoka K: Long-term morphological changes in macular neovascularization under 

aflibercept treatments with a treat-and-extend regimen. 9th International 

Symposium Asia Pacific Retinal Imaging Society (APRIS) 2022. オンライン. July 1. 

2022. 

50. Inoue M: Image Sharpening Technology for 3D Heads up Surgery. 9th International 

Symposium Asia Pacific Retinal Imaging Society (APRIS) 2022. オンライン. July 1-

2. 2022. 



51. 中山真紀子，慶野博，林勇海，安藤良将，岡田アナベルあやめ：COVID-19ワクチン接

種後に発症した眼炎症疾患 8 例における臨床経過．第 55 回日本眼炎症学会．広島・オ

ンライン．2022 年 7 月 8 日． 

52. 前田紗知衣，久須見有美，安藤良将，重安千花，山田昌和：両眼に Purpureocillium 

lilacinum 角膜炎を発症した 1 例．第 58 回日本眼感染症学会．広島・オンライン．

2022 年 7 月 9 日． 

53. 山田昌和：ポストコロナとコンタクトレンズ診療の将来．シンポジウム，ウイズ・ポス

トコロナの CL診療．第 64 回日本コンタクトレンズ学会．広島・オンライン．2022 年

7 月 10 日． 

54. 田中公二，丸子一朗，玉城環，板垣可奈子，中山真紀子，若月優，小野江元，和泉雄

彦，河合萌子，丸子留佳，長谷川泰司，湧川空子，寺尾信宏，小笠原雅，菅野幸紀，笠

井暁仁，新竹広晃，山本亜希子，片岡恵子，森隆三郎，古泉英貴，石龍鉄樹，岡田アナ

ベルあやめ，飯田知弘：治療歴のない滲出型加齢黄斑変性に対する brolucizumab硝子

体内注射の 6ヵ月成績．第 38 回日本眼循環学会．富山・オンライン．2022 年 7 月 16

日. 

55. 太田光，片岡恵子，武内潤，中野友哉子，堀口悦代，滝陽輔，伊藤逸毅，寺崎浩子，岡

田アナベルあやめ，西口康二：加齢黄斑変性に対する brolucizumabへ薬剤変更時の脈

絡膜新生血管の変化．第 38 回日本眼循環学会．富山・オンライン．2022 年 7 月 16

日． 

56. 井上真：Image sharpening technology for 3D heads-up surgery．Kanagawa Retina 

Forum 2022．横浜．2022 年 7 月 22 日． 

57. 井上真：網膜剥離アップデート‐当院での取り組み-．第 6 回多摩眼科 3Mネットワー

ク．立川．2022 年 7 月 27 日． 

58. 平形明人，門之園一明：難治例呈示（ビデオセッション）．第 26 回網膜ラウンジ．東

京．2022 年 8 月 20 日. 

59. 井上真：ウクライナからの非閉鎖黄斑円孔の 1 例．Japan Macula Club．蒲郡．2022

年 8 月 27 日． 

60. 井上真：適切な紹介を考える．Ophthalmic Imaging Channel 2．東京．2022 年 9 月 1

日． 

61. Inoue M, Koto T, Hirakata A: Flow dynamics of vitrectomized eyes evaluated by iris 

fluttering with anterior segment optical coherence tomography. 33rd Meeting of the 

Club Jules Gonin. Croatia. September 9. 2022. 

62. Inoue M: Refractory Macular Hole Management: Tissue Replacement vs. Just ILM 

Peel: PRO Just ILM Peel. Surgical Controversies in Vitreo-retinal Surgery: The 



Debate. WOC virtual. オンライン. September 10. 2022. 

63. Inoue M: Clinical use of intraoperative OCT. New Advances in Vitreoretinal Surgery. 

WOC virtual. オンライン. September 10. 2022. 

64. 岡田アナベルあやめ：Border Diseases：メジカルレチナとぶどう膜炎の境界に存在し

ている疾患．第 17 回 Eye Care Strategy Seminar．東京．2022 年 9 月 10 日． 

65. Suzuki Y, Tomita A, Inoue M: Eyelash line resection for cilial entropion in patients 

with Down’s syndrome. The 8th Annual Global Video Contest - American Academy of 

Ophthalmology. オンライン. September 11. 2022. 

66. 矢田長洋，北善幸，山本雅，江本宜暢，望月司，斎藤恒浩，内田裕規，平形明人：ピロ

カルピン点眼が閉塞隅角緑内障眼の虹彩厚に与える影響．第 33 回日本緑内障学会．横

浜．2022 年 9 月 16 日． 

67. 吉川祐司，加藤諒，菅野順二，北善幸，篠田啓：濾過手術後の中心視野感度変化と術前

黄斑部血管密度の関連．第 33 回日本緑内障学会．横浜．2022 年 9 月 16 日． 

68. Inoue M: Image sharpening algorithm in Heads-up surgery. AAO 2022 gather Video 

session. USA・オンライン. October 1-3. 2022. 

69. 岡田アナベルあやめ：Border Diseases：メジカルレチナとぶどう膜炎の境界に存在し

ている疾患．第 16 回北陸オフサルミックフォーラム．オンライン．2022 年 10 月 2

日． 

70. 山田昌和：オキュラーサーフェス：最近の話題．第 11 回愛宕眼科フォーラム．東京．

2022 年 10 月 3 日． 

71. 山田昌和：ジクアス LX点眼液 3%の涙液層安定化持続メカニズム．参天製薬WEB 講

演会．オンライン．2022 年 10 月 7 日． 

72. 慶野博，齋藤翔子，佐藤康彦，杉田直，宮東昭彦，中山真紀子，岡田アナベルあやめ：

転写因子 Nrf2を介した実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎における炎症制御機構の検討. 

第 50 回日本臨床免疫学会総会．東京．2022 年 10 月 13 日． 

73. 平形明人，Abreu F，Jain N，Tang Y，Camino A，Haskova Z，村田敏規：Treat – 

and – Extend – based dosing dynamics with faricimab in diabetic macular edema．

第 76 回日本臨床眼科学会．東京・オンライン．2022 年 10 月 13 日． 

74. 富田茜，鈴木由美，満川忠宏，浜由起子，山田昌和：手術加療を要した急性後天性共同

性内斜視の検討．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・オンライン．2022 年 10 月 13 日． 

75. 重安千花，山田昌和，宮田世羽，久須見有美，白石敦，内山由里，松本直通：Peters 

plus-like 症候群を呈した 8q21.11 微細欠失症候群．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・

オンライン．2022 年 10 月 13 日． 



76. 長堀克哉，林勇海，慶野博，中山真紀子，安藤良将，齋藤翔子，渡辺交世，岡田アナベ

ルあやめ：眼サルコイドーシス国際診断基準の眼所見を用いた特発性ぶどう膜炎の分

類．第 75 回日本臨床眼科学会．東京・オンライン．2022 年 10 月 13 日. 

77. 山本雅，久須見有美，重安千花，山田昌和：PD-L1阻害薬（Atezolizumab）による両

眼性の周辺性輪状角膜浸潤の１例．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・オンライン．

2022 年 10 月 13 日． 

78. 佐藤尚人，向後二郎，米田一仁，大澤俊介，平形明人：インストラクションコース：硝

子体手術クエスチョンバンク薬剤活用編．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・オンライ

ン．2022 年 10 月 13 日． 

79. 平塚義宗，川崎良，小野浩一，山田昌和，山下英俊：眼科医のための臨床疫学研究デザ

イン塾 5，臨床疫学研究論文の組み立て方．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・オンラ

イン．2022 年 10 月 13 日． 

80. 厚東隆志：網膜硝子体手術，画像のデジタル化とその進化．第 76 回日本臨床眼科学

会．東京・オンライン．2022 年 10 月 14 日. 

81. 厚東隆志：超広角眼底画像ケースカンファレンス．第 76 回日本臨床眼科学会．東京・

オンライン．2022 年 10 月 14 日． 
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日視機能看会誌．7巻．6-9．2022． 

令和 3 年度追加分 

1. 多田明日美，岩橋千春，中井慶，南場研一，岡田アナベルあやめ，慶野博，高瀬博，福

田祥子，後藤浩，臼井嘉彦，蕪城俊克，水木信久，安積淳，園田康平，武田篤信，大黒

伸行：結核性ぶどう膜炎の臨床像と治療の検討．日眼会誌．125巻(4)．415-424． 

2021． 

 

 

著 書 

1. 井上真（分担執筆）：外傷性黄斑円孔．新篇眼科プラクティス 5 眼科救急治療−まった

なし！急がば学べ−．恩田秀寿，大鹿哲郎編集．文光堂．2022．56-60． 

2. 井上真（分担執筆）：黄斑パッカー．眼科臨床エキスパート 黄斑疾患診療 A to Z 第 2

版．岸章治，吉村長久編集．医学書院．2022．156-162． 

3. 井上真（分担執筆）：黄斑上膜．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正人，後藤浩，山

田昌和，根岸一乃，石川均，相原一編集．医学書院．2022．669-671． 

4. 井上真（分担執筆）：硝子体黄斑牽引症候群．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正

人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一編集．医学書院．2022．671． 

5. 平形明人（分担執筆）：乳頭ピット（小窩）黄斑症．新篇眼科プラクティス 3 OCT と

OCTA が，わかる！役立つ！．近藤峰生編集．文光堂．2022．72-74． 

6. 平形明人（分担執筆）：乳頭ピット（小窩）黄斑症．眼科臨床エキスパート 黄斑疾患診

療 A to Z 第 2版．岸章治，吉村長久編集．医学書院．2022．163-168． 

7. 平形明人（分担執筆）：近視性牽引黄斑症（近視性中心窩分離症）．今日の眼疾患治療指

針第 4版．大路正人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．医学書

院．2022．632-634． 

8. 平形明人（分担執筆）：乳頭小窩（ピット）黄斑症候群．今日の眼疾患治療指針第 4

版．大路正人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一編集．医学書院．2022．

724-726． 

9. 平形明人（分担執筆）：朝顔症候群．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正人，後藤

浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一編集．医学書院．2022．726-727． 

10. Okada AA: Behçet’s disease. Ophthalmology 6th Edition. Yanoff M, Duker J Eds. 

Elsevier. 2023. 760-763． 

11. 岡田アナベルあやめ（分担執筆）：眼トキソプラズマ症．今日の眼疾患治療指針第 4



版．大路正人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．医学書院．

2022．565-568． 

12. 岡田アナベルあやめ（分担執筆）：眼トキソカラ症．今日の眼疾患治療指針第 4版．大

路正人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一編集．医学書院．2022．568-

569． 

13. 岡田アナベルあやめ（分担執筆）：眼ヒストプラズマ症．今日の眼疾患治療指針第 4

版．大路正人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．医学書院．

2022．569-570． 

14. 飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和（共編）：眼科検査ガイド 第 3版．文光堂．

2022． 

15. 山田昌和（分担執筆）：前眼部写真の撮影法．眼科検査ガイド 第 3版．飯田知弘，近藤

峰生，中村誠，山田昌和編集．文光堂，2022．368-369． 

16. 大路正人，後藤浩，山田昌和，根岸和乃，石川均，相原一（共編）：今日の眼疾患治療

指針第 4版．医学書院．2022． 

17. 山田昌和（分担執筆）：点眼と洗眼．今日の眼疾患治療指針第４版．大路正人，後藤

浩，山田昌和，根岸和乃，石川均，相原一 編集．医学書院．2022．245-246． 

18. 山田昌和（分担執筆）：角膜上皮の沈着物．今日の眼疾患治療指針 第 4版．大路正人, 

後藤浩, 山田昌和, 根岸一乃, 石川均, 相原一 編集．医学書院．2022．462-464． 

19. 山田昌和（分担執筆）：角膜実質の沈着物．今日の眼疾患治療指針 第 4版．大路正人, 

後藤浩, 山田昌和, 根岸一乃, 石川均, 相原一 編集．医学書院．2022．464-465． 

20. 山田昌和（分担執筆）：細隙灯顕微鏡の観察法．新篇眼科プラクティス 2 細隙灯顕微鏡

の徹底活用．園田康平 編集．文光堂．2022．16-21． 

21. 山田昌和（分担執筆）：フリクテン性角結膜炎．新篇眼科プラクティス 4 眼科薬物療法

リファレンス．大鹿哲郎，園田康平，近藤峰生，稲谷大 編集．文光堂．2022．50-51． 

22. 山田昌和（分担執筆）：院内感染対策．新篇眼科プラクティス 6 視能訓練士スキルアッ

プ．大鹿哲郎，南雲幹 編集．文光堂．2022．38-39． 

23. 山田昌和（分担執筆）：角膜疾患．視能検査学第 2版．和田直子，小林昭子，中川真

紀，若山暁美 編集．医学書院．2023．321-323． 

24. 慶野博（分担執筆）：急性前部ぶどう膜炎．所見から考えるぶどう膜炎 第 2版．園田康

平, 後藤浩 編集．医学書院．2022．143-241． 

25. 慶野博（分担執筆）：感染性ぶどう膜炎,悪性腫瘍の鑑別 ―抗炎症療法を開始する前に

―．眼科プラクティス 8ぶどう膜炎の心得．園田康平 編集．文光堂．2022．35-38． 

26. 慶野博（分担執筆）：ぶどう膜炎に対する免疫抑制薬，代謝拮抗薬．基本から学ぶ！ぶ



どう膜炎診療のポイント．OCULISTA．111号．2022．43-50． 

27. 慶野博（分担執筆）：レーザーフレアメーター．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正

人，後藤浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．2022．65-67． 

28. 慶野博（分担執筆）：真菌性眼内炎．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正人，後藤

浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．2022．573-575． 

29. 慶野博（分担執筆）：全眼球炎．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正人，後藤浩，山

田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．2022．575-576． 

30. 厚東隆志（分担執筆）：増殖硝子体網膜症（PVR）．新篇眼科プラクティス 3 OCT と

OCTA が，わかる！役立つ！．近藤峰生 編集．文光社．2022．170-171． 

31. 鈴木由美（分担執筆）：斜視・弱視 弱視治療のインフォームド・コンセント．あたらし

い眼科．39巻臨増．2022．155-160． 

32. 鈴木由美（分担執筆）：ファーストステップ！子どもの視機能をみる．‐スクリーニン

グと外来診療‐．仁科幸子，林思音 編集．全日本病院出版会．2022．233-235． 

33. 片岡恵子（分担執筆）：脈絡膜の正常 OCT所見．新篇眼科プラクティス 3 OCT と

OCTA が，わかる！役立つ！．近藤峰生 編集．文光堂．2022．26-29． 

34. 片岡恵子（分担執筆）：日光網膜症．今日の眼疾患治療指針第 4版．大路正人，後藤

浩，山田昌和，根岸一乃，石川均，相原一 編集．2022．1014-1015． 

35. 中山真紀子（分担執筆）：Vogt-小柳-原田病．新篇眼科プラクティス 3 OCT と OCTA

が，わかる！役立つ！．近藤峰生 編集．文光堂．2022．182-183． 

36. 中山真紀子，岡田アナベルあやめ（分担執筆）：SUN 眼内炎症所見のグレーディングと

その使用方法．新篇眼科プラクティス 8 ぶどう膜炎の心得．園田康平 編集．文光堂．

2023．33-34． 

 

 

報告書 

1. 山田昌和，重安千花，久須見有美：分担研究報告書「前眼部形成異常の診療ガイドライ

ンの普及・啓発活動」．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治

性疾患政策研究事業））．「前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作成に関す

る研究」．2022． 

 

 

その他 

1. 山田昌和：角膜カンファランス 2023（第 47 回日本角膜学会・第 39 回日本角膜移植学



会）．パシフィコ横浜．2023 年 2 月 9 日-11 日．学会主催． 

2. 岡田アナベルあやめ：国際コミュニケーション．日本網膜硝子体学会 Leadership 

Development Program．東京．2022 年 4 月 30 日． 

3. Okada AA: Interview on“Vogt-Koyanagi-Harada Disease”. the India Society of 

Uveitis Newsletter Edition #5 Volume #1. 2023 年 2 月． 

4. 山田昌和：“目の日焼け”症状は?子どもの時から目の紫外線対策が必要?．NHKニュー

スウエブ．2022 年 6 月 29 日． 

5. 山田昌和：目の健康，アイフレイルを知ろう．J:COM テレビ市民講座．2022 年 6 月 1

日． 

6. 山田昌和：目の疲れはドライアイによる角膜の傷でも起きる．夕刊フジ．2022 年 10 月

9 日． 

7. 山田昌和：子どものドライアイ増加．中日新聞．2023 年 1 月 13 日． 


